
(57)【要約】

【目的】寸法を小さくすることができ、且つ、外来雑音

を効果的に遮断することができる医療用錘を提供する。

【解決手段】スチール製の真球状の小錘２４を医療用錘

１０の大カバー１８および小カバー２２内に充填する。

スチールは比重が大きいことから、重量を適切な重量と

しても医療用錘１０の寸法はそれほど大きくならない。

また、比重が大きいほど遮音効果が大きいので、医療用

錘１０を介して心音センサ２８に伝達される外来雑音を

遮断する効果も大きい。また、小錘２４が真球状である

ことから、小錘２４同士は点接触するので、小錘２４は

動きやすい。従って、心音センサの形状に対応して医療

用錘１０が変形するので、押圧状態が安定する。また、

小錘２４が真球であると大カバー１８および小カバー２

２内に空間が形成される。この空間によっても、医療用

錘１０を介して心音センサ２８に伝達される外来雑音が

遮断される。

【選択図】　　　　　　　　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 の 体 表 面 上 に 装 着 さ れ た セ ン サ を 、 該 生 体 に 押 圧 す る た め に 該 セ ン サ 上 部 に 載 置 さ れ
る 医 療 用 錘 で あ っ て 、 該 錘 は 多 数 の 球 状 の 小 錘 が 袋 内 に 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
医 療 用 錘 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 小 錘 は 、 真 球 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 錘 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 小 錘 の 真 球 は 、 φ ０ ． ５ ～ φ ２ ． ０ ｍ ｍ の 大 き さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に
記 載 の 医 療 用 錘 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 錘 は 、 セ ン サ 上 部 に 位 置 す る 主 袋 と 、 そ の 両 側 に 形 成 さ れ た 側 袋 と か ら な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ に 記 載 の 医 療 用 錘 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 側 袋 は 、 少 な く と も ２ 個 以 上 の 複 数 個 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
に 記 載 の 医 療 用 錘 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 鍾 の 材 質 が 重 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ に 記 載 の 医 療 用 錘 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 鍾 の 材 質 が 銅 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ に 記 載 の 医 療 用 錘 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 鍾 の 材 質 が 鋼 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ に 記 載 の 医 療 用 錘 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 鍾 の 材 質 が 鉛 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ に 記 載 の 医 療 用 錘 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 臨 床 時 に セ ン サ を 生 体 に 押 圧 し 、 生 体 情 報 を 計 測 す る 際 に 用 い ら れ る 医 療 用 鍾 に
関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 の 目 的 は 、
簡 単 な 構 造 で 、 均 等 加 重 を 行 う こ と が で き 、 押 圧 状 態 に バ ラ ン ス が と れ て 安 定 し 、 ホ ー ル
ド 感 が あ り 、 ま た 、 小 型 薄 型 可 能 な 形 状 で あ り な が ら 、 防 音 効 果 や シ ー ル ド 効 果 に 優 れ 、
信 号 雑 音 比 （ Ｓ ／ Ｎ 比 ） を 向 上 す る こ と が で き る 、 医 療 用 錘 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 例 と し て 心 音 セ ン サ の 計 測 に つ い て 言 及 す る 。
心 疾 患 や 呼 吸 器 系 の 疾 患 を 診 断 す る た め に 、 心 音 セ ン サ が 生 体 の 胸 部 に 装 着 さ れ て 心 音 図
が 測 定 さ れ る 。 心 音 図 の 測 定 は 、 人 の 話 し 声 ・ 足 音 ・ ド ア の 開 閉 音 な と の 外 来 雑 音 が 混 入
し な い よ う に し て 、 信 号 雑 音 比 （ Ｓ ／ Ｎ 比 ） を 良 く す る た め に 一 般 的 に は 無 音 室 な ど の 静
か な 部 屋 で 測 定 さ れ る 。
ま た 、 心 音 セ ン サ を 生 体 の 体 表 面 上 に 密 着 さ せ る と 信 号 雑 音 比 （ Ｓ ／ Ｎ 比 ） が 向 上 す る こ
と か ら 、 生 体 の 体 表 面 上 に 装 着 さ れ て い る 心 音 セ ン サ の 上 部 に 載 せ て 心 音 セ ン サ を 生 体 に
向 け て 押 圧 す る 医 療 用 錘 が 知 ら れ て い る 。 こ の 錘 は 従 来 袋 内 に 砂 を 詰 め た 砂 袋 が 一 般 的 に
用 い ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 袋 内 に 砂 を 詰 め た 医 療 用 鍾 で は 以 下 の よ う な 問 題 が あ っ た 。
（ １ ） 心 音 セ ン サ を 生 体 に 適 切 に 密 着 さ せ る た め に は 適 切 な 重 量 を 一 定 時 間 確 保 し て お く
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必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 砂 袋 の た め 砂 を 均 等 に 分 布 さ せ る こ と が 困 難 で あ る 。
（ ２ ） 砂 袋 の た め 、 砂 が 一 方 向 に 偏 っ た り し て 押 圧 状 態 に 安 定 感 が 乏 し い 。
（ ３ ） ま た 、 生 体 に フ ィ ッ ト す る よ う な 包 み 込 む 感 覚 も 無 い 。
（ ４ ） こ の た め 外 来 電 磁 波 の 影 響 も 受 け や す い 。
（ ５ ） 砂 袋 を 介 し て 心 音 セ ン サ に 検 出 さ れ て し ま う 外 来 雑 音 を 十 分 に 遮 断 で き な い 。
（ ６ ） ま た 、 砂 に よ っ て 適 切 な 重 量 を 確 保 し よ う と す る と 医 療 用 鍾 の 厚 み を 厚 く す る か 、
大 き さ を 大 き く す る 必 要 が あ り 、 こ の た め 医 療 用 鍾 の 寸 法 が 大 き く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と そ の 作 用 】
本 発 明 は 以 上 述 べ て き た 問 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た も の で 、 生 体 の 体 表 面 上 に 装 着 さ
れ た セ ン サ を 、 そ の 生 体 に 押 圧 す る た め に セ ン サ 上 部 に 載 置 さ れ る 医 療 用 鍾 で あ る 。
（ １ ） 前 記 鍾 は 多 数 の 球 状 の 小 鍾 が 袋 内 に 充 填 さ れ た も の で あ る 。 こ の よ う に す れ ば 、 小
鍾 が 球 状 と さ れ て い る こ と か ら 、 小 鍾 同 士 の 接 触 面 積 が 少 な く な る の で 小 鍾 が 動 き や す い
。 従 っ て 医 療 用 鍾 が セ ン サ を 押 圧 し て い る 状 態 で は 、 医 療 用 鍾 は そ の 下 の セ ン サ や 体 表 面
の 形 状 に 対 応 し て 容 易 に 変 形 す る こ と が 可 能 で あ る 。
（ ２ ） ま た 、 袋 内 に 充 填 さ れ た 前 記 小 鍾 の 形 状 を 球 状 と す る こ と に よ り 、 袋 内 に 空 間 が 形
成 さ れ る の で 、 医 療 用 鍾 を 介 し て セ ン サ に 伝 達 さ れ る 外 来 雑 音 を 遮 断 す る 効 果 が あ る 。
（ ３ ） さ ら に 前 記 小 鍾 を 真 球 に す る こ と に よ り 、 小 鍾 同 士 は 点 接 触 す る の で 小 鍾 が 特 に 動
き や す く な る と と も に 、 袋 内 に 形 成 さ れ る 空 間 も さ ら に 大 き く な る 。 従 っ て 押 し 圧 状 態 が
安 定 す る と と も に 、 外 来 雑 音 を 遮 断 す る 効 果 が さ ら に 大 き く な る 。
（ ４ ） 特 に 、 前 記 真 球 の 大 き さ が φ ０ ． ５ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ の 場 合 、 生 体 に 最 も フ ィ ッ ト す る
よ う な 包 み 込 む 感 覚 も 備 わ っ て く る 。
（ ５ ） 前 記 鍾 は 、 前 記 セ ン サ 上 部 に 位 置 さ せ ら れ る 主 袋 と 、 そ の 両 側 ま た は 周 辺 に 配 置 さ
れ た 少 な く と も ２ 個 以 上 の 側 袋 と か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に す れ ば 、 主 袋 の 小 錘 が
一 方 向 に 偏 る こ と な く 、 主 袋 が 均 等 に 加 重 さ れ る こ と に な り 押 圧 状 態 が 安 定 す る 。
（ ６ ） ま た 、 前 記 主 袋 の 中 央 位 置 で 前 記 セ ン サ を 押 圧 し 、 側 袋 で 生 体 と 密 着 し 体 表 両 側 へ
垂 れ 下 が る こ と か ら 、 押 庄 状 態 が さ ら に 安 定 す る 。
（ ７ ） ま た 、 前 記 セ ン サ が 外 界 と 遮 蔽 さ れ る た め 外 来 雑 音 が 入 り に く く 、 信 号 雑 音 比 （ Ｓ
／ Ｎ 比 ） が 向 上 す る 。
（ ８ ） ま た 、 前 記 錘 の 材 質 を 重 金 属 （ 金 ・ 白 金 ・ 銀 ・ 銅 ・ 鉛 ・ 鉄 の よ う な 比 重 ４ 乃 至 ５ 以
上 の 金 属 ） と す る 。 こ う す る こ と に よ り 、 適 切 な 重 量 と し て も 医 療 用 錘 の 寸 法 は 大 き く な
ら ず 、 小 型 薄 型 と な る 。
（ ９ ） ま た 、 比 重 が 大 き い ほ ど 遮 音 効 果 が 大 き く 、 特 に 銅 ・ 鉛 お よ び そ れ ら の 合 金 の よ う
な 軟 質 金 属 は 振 動 吸 収 能 力 が 高 い た め 、 外 来 雑 音 に 対 し て 、 顕 著 な 遮 断 効 果 が 得 ら れ る 。
（ １ ０ ） ま た 小 錘 の 材 質 を 重 金 属 に す る こ と に よ り 、 セ ン サ 周 辺 が 重 金 属 で 覆 わ れ る の で
外 来 電 磁 波 か ら も 遮 断 さ れ 、 さ ら に 信 号 雑 音 比 （ Ｓ ／ Ｎ 比 ） が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ た 医
療 用 錘 １ ０ の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 医 療 用 錘 １ ０ は 平 面 形 状 が 角 丸 の 長 方 形 状 で あ り 、 図 １ お よ び 図 ２ に
示 す よ う に 、 全 体 が 可 撓 性 の 外 カ バ ー １ ２ に 覆 わ れ て い る 。 医 療 用 錘 １ ０ の 平 面 形 状 す な
わ ち 外 カ バ ー １ ２ の 平 面 形 状 は 、 よ り 詳 し く は 、 互 い に 略 平 行 且 つ 直 線 状 の 一 対 の 側 辺 １
４ と 、 そ の 一 対 の 側 辺 １ ４ の 端 部 間 を 連 結 す る 一 対 の 円 弧 状 辺 １ ６ に よ り 構 成 さ れ る 。 こ
の 医 療 用 錘 １ ０ の 大 き さ に は 特 に 制 限 は な い が 、 そ の 医 療 用 錘 １ ０ 下 に 配 置 さ れ る 心 音 セ
ン サ よ り も 大 き い こ と が 好 ま し く 、 た と え ば 、 長 手 方 向 （ 図 １ の 上 下 方 向 ） が ２ ０ ｃ ｍ 、
幅 方 向 （ 図 １ の 幅 方 向 ） が １ ２ ． ５ ｃ ｍ と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
外 カ バ ー １ ２ 内 に は 、 そ の 略 中 央 に 平 面 形 状 が 略 円 形 の 袋 状 の 大 カ バ ー （ 主 袋 ） １ ８ が 収
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容 さ れ て い る 。 大 カ バ ー １ ８ は 合 成 繊 維 な ど の 可 撓 性 の 材 質 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 外 カ バ
ー １ ２ の 幅 方 向 に お け る 大 カ バ ー １ ８ の 大 き さ は 、 そ の 外 カ バ ー １ ２ の 幅 方 向 長 さ よ り も
わ ず か に 小 さ く 、 外 カ バ ー １ ２ の 側 辺 １ ４ と 大 カ バ ー １ ８ の 最 も 側 辺 １ ４ に 近 い 部 分 と の
間 に 、 た と え ば ５ ｍ ｍ 幅 程 度 の 縁 取 り 部 ２ ０ が 形 成 さ れ る 大 き さ に な っ て い る 。 そ し て 、
外 カ バ ー １ ２ の 長 手 方 向 に お け る 大 カ バ ー １ ８ の 大 き さ は 、 大 カ バ ー １ ８ と 外 カ バ ー １ ２
の 一 対 の 円 弧 状 辺 １ ６ と の 間 に 袋 状 の 小 カ バ ー ２ ２ （ 側 袋 ） が そ れ ぞ れ 収 容 で き る 大 き さ
に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 縁 取 り 部 ２ ０ は 、 外 カ バ ー １ ２ の 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 小 カ バ ー ２ ２ は 、 外 カ バ ー １ ２ の 一 対 の 円 弧 上 辺 １ ６ と 大 カ バ ー １ ８ と の 間 に お い て
、 一 方 の 側 辺 １ ４ か ら 他 方 の 側 辺 １ ４ に か け て 円 弧 上 辺 １ ６ に 沿 っ て 帯 状 に 形 成 さ れ て い
る 。 こ の 小 カ バ ー ２ ２ は 、 外 カ バ ー １ ２ の 幅 方 向 の 略 中 央 に お い て ２ つ に 分 け ら れ て お り
、 互 い に 線 対 称 な 第 １ 小 カ バ ー ２ ２ ａ と 第 ２ 小 カ バ ー ２ ２ ｂ と が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、
小 カ バ ー ２ ２ も 合 成 繊 維 な ど の 可 撓 性 の 材 質 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 大 カ バ ー １ ８ と 小 カ バ ー ２ ２ と の 間 は 距 離 ｄ だ け 離 さ れ て お り 、 そ の 状 態 で 大 カ バ
ー １ ８ お よ び 小 カ バ ー ２ ２ は 縫 製 に よ り 外 カ バ ー １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 大 カ バ ー １ ８ お よ び 小 カ バ ー ２ ２ の 内 部 に は 、 真 球 状 の 小 錘 ２ ４ が 多
数 充 填 さ れ て い る 。 こ の 小 錘 ２ ４ は ス チ ー ル 製 で あ り 、 一 個 の 大 き さ は 、 大 カ バ ー １ ８ お
よ び 小 カ バ ー ２ ２ の 大 き さ よ り も 十 分 に 小 さ く 、 た と え ば 、 φ ０ ． ５ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ と さ れ
て い る 。 大 カ バ ー １ ８ 内 に は こ の 小 錘 ２ ４ が た と え ば ５ ５ ０ ｇ 分 充 填 さ れ 、 第 １ 小 カ バ ー
２ ２ ａ お よ び 第 ２ 小 カ バ ー ２ ２ ｂ 内 に は こ の 小 錘 ２ ４ が た と え ば ３ ０ ｇ 分 そ れ ぞ れ 充 填 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ は 、 医 療 用 錘 １ ０ の 使 用 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ で は 、 胸 部 の 体 表 面 ２ ６ 上 の 所 定
部 位 に 心 音 セ ン サ ２ ８ が 載 置 さ れ 、 そ の 心 音 セ ン サ ２ ８ の 上 に 、 大 カ バ ー １ ８ の 略 中 央 下
に 心 音 セ ン サ ２ ８ が 位 置 す る よ う に 医 療 用 錘 １ ０ が 載 置 さ れ て い る 。 な お 、 心 音 セ ン サ ２
８ は 、 空 気 伝 導 形 、 直 接 伝 導 形 （ 加 速 度 形 、 置 き 形 ） な ど 、 い ず れ の 形 式 で あ っ て も よ い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 心 音 セ ン サ ２ ８ 上 に 医 療 用 錘 １ ０ が 載 置 さ れ た 状 態 で は 、 大 カ バ ー １
８ の 心 音 セ ン サ ２ ８ 上 に 位 置 し な い 部 分 が 体 表 面 ２ ６ 側 へ 垂 れ 下 が る 。 ま た 、 小 カ バ ー ２
２ は 体 表 面 ２ ６ 側 に 垂 れ 下 が っ て 体 表 面 ２ ６ と 接 触 さ せ ら れ る の で 、 押 圧 状 態 が 安 定 す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 述 の 実 施 例 に よ れ ば 、 小 錘 ２ ４ は 比 重 が 大 き い ス チ ー ル 製 で あ る こ と か ら 、 医 療 用 錘 １
０ の 重 量 を 適 切 な 重 量 と し て も 医 療 用 錘 １ ０ の 寸 法 が そ れ ほ ど 大 き く な ら な い 。 ま た 、 比
重 が 大 き い ほ ど 遮 音 効 果 が 大 き い の で 、 医 療 用 錘 １ ０ を 介 し て 心 音 セ ン サ ２ ８ に 伝 達 さ れ
る 外 来 雑 音 を 遮 断 す る 効 果 も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 上 述 の 実 施 例 に よ れ ば 、 小 錘 ２ ４ が 球 状 と さ れ て い る こ と か ら 、 小 錘 同 士 の 接 触 面
積 が 少 な く な る の で 、 小 錘 ２ ４ が 動 き や す い 。 従 っ て 、 医 療 用 錘 １ ０ が 心 音 セ ン サ ２ ８ を
押 圧 し て い る 状 態 で は 、 医 療 用 錘 １ ０ は 、 そ の 医 療 用 錘 １ ０ 下 の 心 音 セ ン サ ２ ８ や 体 表 面
２ ６ の 形 状 に 対 応 し て 変 形 す る の で 、 押 圧 状 態 が 安 定 す る 。 ま た 、 大 カ バ ー １ ８ お よ び 小
カ バ ー ２ ２ 内 に 充 填 さ れ た 小 錘 ２ ４ の 形 状 が 球 状 と さ れ て い る の で 、 大 カ バ ー １ ８ お よ び
小 カ バ ー ２ ２ 内 に 空 間 が 形 成 さ れ る の で 、 医 療 用 錘 １ ０ を 介 し て 心 音 セ ン サ ２ ８ に 伝 達 さ
れ る 外 来 雑 音 を 遮 断 す る 効 果 が さ ら に 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
特 に 、 上 述 の 実 施 例 に よ れ ば 、 小 錘 ２ ４ は 真 球 状 で あ る こ と か ら 、 小 錘 ２ ４ 同 士 は 点 接 触
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す る の で 、 小 錘 ２ ４ が 特 に 動 き や す く な る と と も に 、 大 カ バ ー １ ８ お よ び 小 カ バ ー ２ ２ 内
に 形 成 さ れ る 空 間 が 大 き く な る 。 従 っ て 、 押 圧 状 態 が 特 に 安 定 す る と と も に 、 外 来 雑 音 を
遮 断 す る 効 果 が 特 に 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 上 述 の 実 施 例 に よ れ ば 、 医 療 用 錘 １ ０ は 、 心 音 セ ン サ ２ ８ 上 に 位 置 さ せ ら れ る 大 カ
バ ー １ ８ と 、 そ の 両 側 に 形 成 さ れ た 小 カ バ ー ２ ２ と を 有 す る の で 、 大 カ バ ー １ ８ が 心 音 セ
ン サ ２ ８ 上 に 載 置 さ れ た 状 態 で は 、 小 カ バ ー ２ ２ 体 表 面 ２ ６ 側 へ 垂 れ 下 が る こ と か ら 、 押
圧 状 態 が さ ら に 安 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 他 の 態 様 に お い
て も 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
た と え ば 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 小 錘 ２ ４ は ス チ ー ル 製 で あ っ た が 、 銅 、 鉛 等 他 の 重 金 属 や
重 金 属 の 合 金 に よ っ て 小 錘 ２ ４ が 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 小 錘 ２ ４ は 真 球 状 で あ っ た が 、 小 錘 ２ ４ は 真 球 で は な い 球 状 や
立 方 体 状 な ど 、 ど の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 前 述 の 医 療 用 錘 １ ０ は 、 大 カ バ ー １ ８ の 両 側 に 小 カ バ ー ２ ２ が 配 置 さ れ て い た が 小
カ バ ー ２ ２ は 設 け ら れ な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 医 療 用 錘 １ ０ を 心 音 セ ン サ ２ ８ に 使 用 し て い た が 、 体 温 セ ン サ
、 反 射 型 オ キ シ メ ー タ 用 プ ロ ー ブ な ど 、 生 体 の 体 表 面 上 に 装 着 し て 使 用 す る 他 の 医 療 用 セ
ン サ に 医 療 用 錘 １ ０ を 使 用 す る こ と も で き る 。 な お 、 反 射 型 オ キ シ メ ー タ 用 プ ロ ー ブ に 医
療 用 錘 １ ０ を 使 用 し た 場 合 に は 、 受 光 素 子 に 発 光 素 子 以 外 の 外 来 光 が 受 光 さ れ る の を 遮 る
遮 光 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ て き た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 以 下 の 効 果 が あ り 、 そ の 効 果 は 非 常 に 大 き い 。
（ １ ） 均 等 加 重 が 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
（ ２ ） 押 圧 状 態 に バ ラ ン ス が と れ て 安 定 す る 、 ホ ー ル ド 感 が あ る 。
（ ３ ） 小 型 薄 型 可 能 な 形 状 。
（ ４ ） 防 音 効 果 や シ ー ル ド 効 果 に よ り 、 信 号 雑 音 比 （ Ｓ ／ Ｎ 比 ） を 向 上 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ た 医 療 用 錘 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 医 療 用 錘 の 使 用 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ： 医 療 用 錘
１ ２ ： 外 カ バ ー
１ ８ ： 大 カ バ ー （ 主 袋 ）
２ ２ ： 小 カ バ ー （ 側 袋 ）
２ ４ ： 小 錘
２ ６ ： 体 表 面
２ ８ ： 心 音 セ ン サ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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